
－1－ 

議会運営委員会 

 

令和２年８月２８日（金曜日）午前１０時００分開会 

 

出席委員（８名） 

委 員 長 相 馬   剛 副 委 員 長 齊 藤 誠 之 

委 員 山 形 紀 弘 委 員 中 里 康 寛 

委 員 田 村 正 宏 委 員 鈴 木 伸 彦 

委 員 眞 壁 俊 郎 委 員 玉 野   宏 

 

欠席委員（なし） 

 

オブザーバー（２名） 

議 長 吉 成 伸 一 副 議 長 松 田 寛 人 

 

出席執行部 

市 長 渡辺 美知太郎 副 市 長 片 桐 計 幸 

副 市 長 渡 邉 和 明 総 務 部 長 石 塚 昌 章 

企 画 部 長 小 出 浩 美 産業観光部長 冨 山 芳 男 

教 育 部 長 小 泉 聖 一 総 務 課 長 五十嵐 岳 夫 

総務課長補佐 菊 地 直 路 行 政 係 長 佐 藤 吉 将 

 

出席議会事務局職員 

事 務 局 長 増 田 健 造 議 事 課 長 小 平 裕 二 

議事課長補佐
兼庶務係長 

印 南 恵 子 議事調査係長 佐々木 玲男奈 

主 査 鎌 田 栄 治 主 査 飯 泉 祐 司 

主 任 伊 藤 奨 理   

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．挨 拶 

    ・委員長 

    ・議 長 
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    ・市 長 

  ３．協議事項 

   ⑴令和２年第４回那須塩原市議会定例会について 

    ①提出案件について 

     ○市長提出案件………………３７件 

      ・補正予算案件      ９件 

      ・条例案件        ８件 

      ・契約案件        １件 

      ・計画案件        １件 

      ・その他案件       １件 

      ・承認案件        １件 

      ・決算認定案件     １０件 

      ・報告案件        ６件 

        （即決案件） 

        （追加案件） 

     ○議会提出案件…………………４件 

      ・条例案件        １件 

      ・特別委員会の設置    １件 

      ・意見書の提出      ２件 

        （即決案件） 

        （追加案件） 

    ②議案に対する質疑・討論について 

    ③会派代表質問（通告会派３会派）について 

    ④市政一般質問（通告者１５人）について 

    ⑤会期及び会期日程について 

     ○会期は、９月４日（金）から  月  日（ ）までの  日間 

     ○日程（別紙案） 

   ⑵議会基本条例第１１条に基づく計画等について 

   ⑶宇都宮大学「地域プロジェクト演習」パートナーの応募について【取組№19】 

   ⑷議員定数の検討について【取組№20】 

   ⑸コロナ対策を踏まえた９月議会定例会の対応について 

   ⑹意見書の提出について 

   ⑺９月議会後の議会活動について 

   ⑻その他 

  ４．閉 会 
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開会 午前 ９時５１分 

 

◎開会の宣告 

○相馬委員長 それでは皆さん、おはようございま

す。 

  委員の皆様、そして市長をはじめ執行部の皆様、

今日は何かと忙しい中御出席をいただきましてあ

りがとうございます。 

  ただいまより議会運営委員会を開会いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎委員長挨拶 

○相馬委員長 今週、朝夕は多少過ごしやすくなっ

たかなというふうに思うところでございますが、

まだまだ猛暑が続いております。体調管理には十

分注意していきたいというふうに思っております。 

  さて、新型コロナウイルス感染症でございます

が、今朝のデータでいきますと、全国の感染者数

の累計が６万5,765人、現在の感染者数が１万460

人、治療後の退院者数が５万4,065人と、死亡者

が1,240人というデータでございます。 

  第１波のピークにつきましては４月26日、第２

波のピークが８月10日とするようなグラフも示さ

れております。この間がおよそ100日でございま

す。次の100日をどう過ごすか、本日の新聞には

対策のポイントとして、来年前半までのワクチン

確保を目指すという記述もございました。次のピ

ークまでにどのような対応をするか、先手先手で

考えていく必要があるんだろうというふうに思っ

ております。 

  さて、本日は９月定例会における議会運営、議

会基本条例第11条に関わる議決事件、さらには今

後の議会開催への対応などについての協議内容で

ございます。委員の皆様には円滑な委員会の進行

に御協力をお願いいたしまして、開会の挨拶とさ

せていただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議長挨拶 

○相馬委員長 続いて、議長から御挨拶いただきま

す。 

  吉成議長、よろしくお願いします。 

○吉成議長 皆さん、おはようございます。 

  議会運営委員会に御出席をいただきまして、大

変ありがとうございます。 

  先日、国が行ってきたＧｏＴｏトラベルキャン

ペーンの７月27日から８月30日までの利用者数と

いうのが発表になっていました。約420万人で、

420万人の中でコロナに感染した方の人数として

は非常に少ないというようなコメントも、併せて

発表がございました。 

  今後については、今度はＧｏＴｏイートという

のになるわけですね。これに関しては、25％の食

事券のプレミアムが付くわけですけれども、これ

も９月以降に実施がされるということですので、

これらが大きな事業のですね、やはり地方にとっ

て経済効果を生む、ぜひ、ものになってほしいな

と、そのように思います。 

  先日、県北５市の議長の会議がございました。

今回は当然ですけれども、９月議会を前にして、

各議会がどういったコロナ対策を取るか、その辺

についてもそれぞれ情報交換を行いました。 

  全ての議会が、質問に関しては短縮してやると。

それから、３密対策をしっかりと取ると。あと、

那須塩原市に関して言うと、もうサーモカメラが

設置されていますが、さくら市議会は単独で、議

会としてカメラを設置するというようなお話もご

ざいました。 
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  今日、改めてそれについて、この議運の中での

検討されると思いますので、我々もしっかりとし

たコロナ対策を取りながら、この９月議会に臨ん

でまいりたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。挨拶とします。 

○相馬委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市長挨拶 

○相馬委員長 次に、市長から御挨拶をいただきま

す。 

  渡辺市長、よろしくお願いします。 

○渡辺市長 本日は、令和２年度第４回那須塩原市

議会定例会に係る議会運営委員会の機会をいただ

きましてありがとうございます。 

  今回の市議会定例会に御提案申し上げますのは、

令和２年度補正予算案件９件、条例の制定、一部

改正及び廃止案件８件、契約の変更案件１件、計

画の策定案件１件、水道事業会計未処理利益剰余

金の処分案件１件、令和元年度決算の認定案件10

件、継続費精算報告書の報告案件２件、専決処分

と承認及び報告案件３件、健全化判断比率等に関

する報告案件１件、教育事務の点検評価に関する

報告案件１件の合計37件であります。 

  議案等の概要につきましては、この後、総務部

長が説明をいたしますが、いずれも大変重要な案

件でありますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

  また、議会基本条例第11条に該当する計画等の

協議につきましても、この後、担当部長が説明い

たしますので、御審議いただきますようよろしく

お願い申し上げまして、私からの御挨拶といたし

ます。 

○相馬委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○相馬委員長 それでは、３の協議事項に入ります。 

  ⑴令和２年第４回須塩原市議会定例会について、

まず①提出議案についてを議題といたします。 

  市長提出案件として、執行部から説明をお願い

いたします。 

  総務部長。 

○石塚総務部長 おはようございます。よろしくお

願いします。 

  令和２年第４回那須塩原市議会定例会に提案を

予定しております市長提出議案につきまして御説

明を申し上げます。 

  今回、提案を予定しております案件は、ただい

ま市長も申し上げましたとおり37件となりますの

で、各案件の取扱いについて御審議をいただきま

すよう、よろしくお願いをいたします。 

  なお、過日の議員全員協議会におきまして、資

料の提出を行った案件につきましては、本日の説

明を省略をさせていただきます。 

  それでは、順次御説明を申し上げます。 

  初めに、議案第75号 令和２年度那須塩原市一

般会計補正予算（第６号）、次が、議案第76号 

令和２年度那須塩原市国民健康保険特別会計補正

予算（第４号）、次に、議案第77号 令和２年度

那須塩原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）、次に、議案第78号 令和２年度那須塩原

市介護保険特別会計補正予算（第３号）、次に、

議案第79号 那須塩原市温泉事業特別会計補正予

算（第１号）、次に、議案第80号 令和２年度那

須塩原市墓地事業特別会計補正予算（第２号）、

次に、議案第81号 令和２年度那須塩原市産業団

地造成事業特別会計補正予算（第２号）、次に、
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議案第82号 令和２年度那須塩原市水道事業会計

補正予算（第２号）、次に、議案第83号 令和２

年度那須塩原市下水道事業会計補正予算（第１

号）、以上９件の令和２年度補正予算案件につい

て提出をいたします。 

  次に、議案第84号 那須塩原市子ども・子育て

夢基金条例の制定について、次に、議案第85号 

那須塩原市新型コロナウイルス感染症患者等の人

権の擁護に関する条例の制定について、次に、議

案第86号 那須塩原市環境影響評価条例の制定に

ついて、次に、議案第87号 那須塩原市税条例の

一部改正について、次に、議案第88号 那須塩原

市図書館条例の一部改正について、次に、議案第

89号 那須塩原市廃棄物の処理及び清掃に関する

条例の一部改正について、次に、議案第90号 那

須塩原市下水道条例の一部を改正する条例の一部

改正について、次に、議案第91号 那須塩原市子

ども未来基金条例の廃止について、以上８件の条

例の制定、一部改正及び廃止案件について提出を

いたします。 

  次に、議案第92号 契約の変更についての１件

の契約の変更案件について提出をいたします。 

  次に、議案第93号 那須塩原市災害廃棄物処理

計画について、この計画案件１件について提出を

いたします。 

  次に、議案第94号 令和元年度那須塩原市水道

事業会計未処分利益剰余金の処分についてでござ

います。 

  概要を説明をさせていただきます。 

  本案は、令和元年度那須塩原市水道事業会計の

決算において、総収益26億4,454万6,456円から、

総費用23億7,880万6,390円、これを差し引いた当

年度純利益２億6,574万66円、これに当年度資本

的収支不足額の補塡財源として取り崩した積立金、

そこからなるその他の未処分利益剰余金変動額と

いうのがございます。これの２億1,684万4,181円、

これを加えた未処分利益剰余金４億8,258万4,247

円、これにつきまして、先ほど申し上げました純

利益の相当額２億6,574万66円を建設改良積立金

に積立てをする、それの残額ですね、２億1,684

万4,181円、これを資本金へ組み入れる処分をす

るものでございまして、地方公営企業法第33条第

２項の規定に基づきまして、議会の議決を求める

ものでございます。 

  先ほど、地方公営企業法第33条と申し上げてし

まったようです、32条の誤りでございます。大変

申し訳ございません。 

  次に、承認第13号 専決処分の承認を求めるこ

とについて。令和２年度那須塩原市一般会計補正

予算（第５号）、これの１件の令和２年度補正予

算に関する専決処分の承認案件について提出をい

たします。 

  次に、認定第１号 令和元年度那須塩原市一般

会計歳入歳出決算認定について、次に、認定第２

号 令和元年度那須塩原市国民健康保険特別会計

歳入歳出決算認定について、次に、認定第３号 

令和元年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計歳

入歳出決算認定について、次に、認定第４号 令

和元年度那須塩原市介護保険特別会計歳入歳出決

算認定について、次に、認定第５号 令和元年度

那須塩原市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について、次に、認定第６号 令和元年度那須塩

原市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定

について、次に、認定第７号 令和元年度那須塩

原市温泉事業特別会計歳入歳出決算認定について、

次に、認定第８号 令和元年度那須塩原市墓地事

業特別会計歳入歳出決算認定について、次に、認

定第９号 令和元年度那須塩原市産業団地造成事

業特別会計歳入歳出決算認定について、次に、認

定第10号 令和元年度那須塩原市水道事業会計決
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算認定について、以上10件の令和元年度決算の認

定案件について提出をいたします。 

  次に、報告第24号及び報告第25号の２件につき

ましては、令和元年度那須塩原市一般会計及び下

水道事業特別会計における継続費精算報告書につ

いて、地方自治法施行令第145条第２項の規定に

基づき、報告するものでございます。 

  初めに、報告第24号 継続費精算報告書の報告

について〔令和元年度那須塩原市一般会計〕でご

ざいます。 

  本件は、那須塩原駅東口エレベーター設置工事

及び（仮称）駅前図書館新築工事に係る継続費精

算報告書について報告するものでございます。 

  那須塩原駅東口エレベーター設置工事は平成30

年度から実施しており、全体計画額１億3,000万

円に対して、実績額は１億1,172万6,260円となっ

たものでございます。 

  次に、（仮称）駅前図書館新築工事につきまし

ては、平成29年度から実施をしており、全体計画

額が23億6,000万円、これに対しまして実績額は

23億5,999万3,000円となったものでございます。 

  次に、報告第25号 継続費精算報告書の報告に

ついて〔令和元年度那須塩原市下水道事業特別会

計〕でございます。 

  本件は、黒磯水処理センター中央監視設備工事

に係る継続費精算報告書について報告するもので

ございます。 

  当該工事は平成30年度から実施しており、全体

計画額４億541万円に対して、実績額は同額の４

億541万円となったものでございます。 

  次に、報告第26号及び報告第27号の２点につき

ましては、地方自治法第180条第１項の規定によ

り、損害賠償の額の決定及び和解について専決処

分いたしましたので、同条第２項の規定に基づき

報告するものでございます。 

  初めに、報告第26号 専決処分の報告について、

損害賠償の額の決定及び和解でございます。 

  本件は、令和２年５月５日、那須塩原市東原地

内において発生した事故に関し、損害賠償の額を

決定し、和解したものであります。 

  事故の状況につきましては、相手側車両が市道

黒磯西岩崎線を走行していたところ、道路上に出

ていた木のつたに左サイドミラーが接触し、破損

したものでございます。 

  次に、報告第27号 専決処分の報告について、

損害賠償の額の決定及び和解でございます。 

  本件は、令和元年11月12日、那須塩原市湯本塩

原地内において発生した事故に関し、損害賠償の

額を決定し、和解したものであります。 

  事故の状況につきましては、市側車両が駐車場

内で後退した際、駐車していた相手側車両の前部

に接触し、バンパー及びボンネットを損傷したも

のであります。 

  次に、報告第28号 令和元年度健全化判断比率

及び資金不足比率についてでございます。 

  本件は、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律第３条第１項及び第22条第１項の規定に基づ

き、令和元年度決算に係る健全化判断比率及び資

金不足比率について、監査委員の意見を付して報

告するものであります。 

  最後に、報告第29号 教育に関する事務の管理

及び執行の状況の点検及び評価についてでござい

ます。 

  本件は、地方教育行政の組織及び運営に関する

法律第26条第１項の規定に基づき、令和元年度に

教育委員会が実施した教育行政に関する主な取組

内容の成果等について、点検及び評価を行った結

果に関する報告書を作成いたしましたので、議会

に提出するものでございます。 

  以上、37件の案件につきまして、市議会定例会
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への提案を予定しております。よろしくお願いを

申し上げまして、関係議案の説明とさせていただ

きます。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの説明について、質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようでしたら、委員から御意見

はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、次に、即決案件はござい

ますか。 

  総務部長。 

○石塚総務部長 即決の取扱いをお願いしたいもの

が１件ございます。 

  承認第13号で、専決処分の承認を求めることに

ついて〔令和２年度那須塩原市一般会計補正予算

（第５号）〕でございます。 

  これにつきましては、専決処分の承認を求める

ものでございますので、即決としてお願いできれ

ばと考えております。 

  以上です。 

○相馬委員長 ただいまの即決案件の説明に対し、

質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、委員から御意見はござい

ますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようですので、議案の取扱いに

ついてお諮りいたします。 

  ただいま説明がありました承認第13号の承認案

件１件については、即決扱いとすることで異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、承認１件及び報告案件６件を除く30件の

議案につきましては、関係常任委員会へ付託する

ことで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、追加案件はございますか。 

  総務部長。 

○石塚総務部長 追加案件として現在予定しており

ますのが７件ございます。 

  その内容でございます。 

  まず、財産の取得についての案件が１件ござい

ます。 

  本案につきましては、９月４日入札を予定して

おります令和２年度那須塩原市立小中義務教育学

校学習用コンピューター等機器導入、これにつき

まして、業者が決定し、会期中に仮契約を締結し

た場合には、追加議案として提出したいと考えて

おります。 

  次に、６件の専決処分の報告でございます。 

  これは、損害賠償の額の決定及び和解の案件で

ございます。 

  専決処分の報告につきまして、本定例会の会期

中に６件の示談の見込がございます。市の義務に

属する損害賠償の額の決定及び和解につきまして、

示談が整った場合には、追加議案として提出した

いと考えております。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○相馬委員長 ただいまの追加議案の説明に対し、

質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、委員から御意見はござい

ますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようですので、追加案件の取扱
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いについてお諮りいたします。 

  ただいま説明がありました追加案件が提出され

た場合には、即決扱いとすることで異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、議会提出案件についてでございますが、

予定されているものを御説明をお願いをいたしま

す。 

  課長。 

○小平議事課長 議会提出案件ですが、発議案件４

件を予定しております。 

  条例の一部改正案件として、発議第７号 那須

塩原市議会基本条例の一部改正についての１件、

それから決算認定のための特別委員会設置案件と

して、発議第８号 決算審査特別委員会の設置に

ついての１件、もう２件については、この後、議

会運営委員会の中で協議し、決定を予定しており

ます意見書の提出案件２件でございます。１つ目

は、発議第10号 オンライン本会議の実現に必要

となる地方自治法改正を求める意見書の提出につ

いて、それから２つ目は、発議第11号 新型コロ

ナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な

悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提

出についてでございます。 

  以上４件が、本定例会における議会提出案件で

ございます。よろしくお願いいたします。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの議会提出案件の説明に対し、質疑は

ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、委員から御意見はござい

ますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようですので、取扱いについて

お諮りいたします。 

  ただいまの４件については初日に上程し、即決

扱いとすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、議会提出案件として、議会提出の追加案

件はございますか。 

  課長。 

○小平議事課長 議会提出の追加案件につきまして

はございません。 

○相馬委員長 ①については以上でございます。 

  次に、②議案に対する質疑・討論についてを議

題といたします。 

  まず、議案に対する質疑については、先例のと

おり、一問一答方式により行い、時間は質疑のみ

１人15分以内とすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、本定例会では決算案件及び計画案件がご

ざいますので、先例のとおり、通告制により行い

ます。 

  また、さきの委員会で決定したとおり、補正予

算案件についても通告制により行います。 

  次に、討論についてですが、こちらも先例のと

おり、１議題につき１人10分以内、賛成、反対各

５人までとしたいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、③会派代表質問についてお諮りいたしま

す。 
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  今回、３会派からの通告がございます。質問の

方法につきましては、さきの委員会で決定したと

おり、答弁を含め１会派70分以内とし、質問の順

序は会派人数の多い順で、会派人数が同数の場合

は通告受付時の抽選結果によるとすることで異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、④市政一般質問についてお諮りいたしま

す。 

  今回、15人の通告者がございます。質問の方法

については、さきの委員会で決定したとおり、答

弁を含め１人60分以内とし、質問日については受

付順、質問日における質問順については通告受付

時の抽選結果によるとすることで異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、⑤会期及び会期日程についてを議題とい

たします。 

  別紙日程案がありますので、事務局から説明を

お願いします。 

  課長。 

○小平議事課長 それでは、令和２年第４回那須塩

原市議会定例会会期日程について説明申し上げま

す。 

  会期につきましては、９月４日金曜日から９月

28日月曜日までの25日間を予定してございます。 

  日程につきましては、９月４日金曜日開会、会

期の決定、議案の提案説明、即決議案採決、即決

議案につきましては、先ほど総務部長から説明が

ございました承認第13号になります。決算審査、

特別委員会の設置、議案の関係委員会付託を予定

してございます。 

  ５日、６日の土日の休会を挟みまして、月曜日、

会派代表質問を３会派、８日火曜日から10日木曜

日までの３日間、市政一般質問をそれぞれ５人ず

つ、11日金曜日は議案質疑を予定してございます。 

  12日、13日、土日の休会を挟みまして、14日月

曜日から17日木曜日の４日間を委員会を予定して

ございます。各常任委員会と決算審査特別委員会

でございます。 

  18日金曜日から24日木曜日まで議事整理のため、

それから土日、それから国民の祝日により休会と

なります。 

  25日金曜日は、午前10時から予算常任委員会の

全体会議、午前11時から決算審査特別委員会を予

定してございます。それから、午後１時半から定

例会中における議員全員協議会です。 

  翌26日、27日、土日休会を挟みまして、28日月

曜日が最終日で、各委員長報告を経まして、質疑、

討論、採決、閉会となる予定でございます。 

  それから、９月７日月曜日なんですが、開会前

の９時半から議場コンサートを予定してございま

す。 

  それと、通告関係なんですが、７日月曜日の午

後５時が決算、補正予算、計画案件質疑通告書の

締切りと予定しています。それから、17日木曜日、

討論通告書の締切りを、午後５時を予定してござ

います。 

  以上が、本定例会の会期日程予定でございます。

よろしくお願いいたします。 

○相馬委員長 ただいま事務局から説明がありまし

たが、改めて申し上げます。 

  会期については別紙案のとおり、９月４日金曜

日から９月28日月曜日までの25日間とし、会派代

表質問３会派については９月７日に、市政一般質

問15人については９月８日から10日までの３日間
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に５人ずつ行うとし、議案質疑は11日金曜日に行

いたいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  また、質疑通告の提出期限については、９月７

日月曜日の午後５時とし、討論通告書の提出期限

については９月17日木曜日の午後５時とすること

で異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  なお、９月25日金曜日に、午前10時から予算常

任委員会全体会を、午前11時から決算審査特別委

員会全体会を、午後１時30分から議員全員協議会

の開催を予定しておりますので、お含みおきいた

だきたいと思います。 

  以上で(1)の協議事項は全て終了いたしました。

次第にはございませんが、今定例会についてその

他として執行部から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 委員から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようでしたら、次第(2)に入る

前に、執行部入替えのため暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３１分 

 

再開 午前１０時３２分 

 

○相馬委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

  次第(2)議会基本条例第11条に基づく計画等に

ついてを議題といたします。 

  議会基本条例第11条に関わる計画、協定等につ

いて執行部から内容の説明をいただいた上で、議

決または報告とするかを決定いたします。 

  なお、協議案件については、執行部から報告と

して上がってきた案件について説明を求め、決定

をみたいと思います。 

  本日は、企画部、産業観光部、教育部から４件

の案件がございます。 

  まず、企画部の案件を協議いたします。 

  那須ガーデンアウトレットとの包括連携に関す

る協定を協議いたします。 

  執行部から説明をお願いいたします。 

  企画部長。 

○小出企画部長 それでは、那須ガーデンアウトレ

ットとの包括連携に関する協定の締結について御

説明申し上げます。資料に沿いまして説明をさせ

ていただきたいと思います。 

  協定の締結先でございますが、民間企業でござ

いまして、双日商業開発株式会社ということでご

ざいます。こちらが、昨年の５月から那須ガーデ

ンアウトレットの運営主体となっているところで

ございます。 

  協定の内容でございますけれども、商業及び観

光の振興、まちづくり及び交流の促進、教育・文

化・福祉の振興、災害時の支援、その他必要な事

項についての連携協力ということでございます。 

  協定の締結の目的及び背景でございますが、本

市と那須ガーデンアウトレットとは、これまでも

障害福祉サービス事業所による販売スペースの設

置協力において、連携した取組を行ってきており

ます。そのような中、本市と那須ガーデンアウト

レットの運営主体となりました双日商業株式会社

において、さらなる連携体制を構築し、相互の発

展及び地域の発展を図るため、令和元年、2019年

度から包括連携協定の締結に向け、調整してまい

ったということでございます。 
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  市民等への効果及び影響でございますが、本協

定を締結することによりまして、様々な分野にお

ける施策等推進することができることでございま

す。 

  特記事項といたしまして、費用負担、今回の協

定締結に係る費用負担はございません。 

  議会への対応及び理由でございますが、こちら

につきましては、議員全員協議会での報告でお願

いしたいと思います。報告時期は令和２年９月を

お願いできればと思います。 

  理由でございますが、本協定は、これまでの連

携及び今後の連携について明文化するものであり、

本市に大きな負担は生じないため、議員全員協議

会で報告し、速やかに執行したいということでご

ざいます。 

  こちら御決定いただければ、９月25日の全協に

報告させていただきまして、同日付で締結をして

まいりたいということでございます。 

  説明は以上でございます。 

○相馬委員長 説明が終わりました。質疑はござい

ますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 この下のほうに書いてある理由なんで

すけれども、これまでの連携及び今後の連携を明

文化するということなんですが、項目の２番、３

番のあたりなんですけれども、どういった取組、

ここに一つは福祉サービスとあるんですけれども

イメージが湧かないので、具体的にどういうもの

があって、それからこれを提携するよと、今後の

連携、さらなる様々な分野に係る施策を推進する

とあるんですけれども、何を考えているのかをイ

メージできるような説明をいただきたいです。 

○相馬委員長 企画部長。 

○小出企画部長 連携事業の具体的な中身というこ

とかと思いますけれども、まず商業及び観光振興

に関することとしましては、まず観光振興につき

ましては、市内観光情報の発信、ＰＲイベントの

開催、それから創業支援事業といたしまして、創

業支援事業に係る資料の設置、あるいは創業支援

事業に係る情報発信、それからシェアサイクル事

業、今年度から取り組んでおりますけれども、そ

うしたシェアサイクルのシェアポートの設置、あ

るいはシェアサイクルを活用したイベントの実施、

それから物産振興ということで、市内の物産情報

発信ですとか、特産品や農作物の販売を想定して

おります。 

  それから、まちづくり及び交流の促進に関する

ことといたしましては、移住・定住促進というこ

とで、移住・定住に関する情報の発信、移住・定

住に関する事業協力といったものを想定しており

ます。 

  それから、ふるさと納税の推進ということで、

市内の情報発信、それからふるさと納税関連資料

の設置というものを想定しております。 

  それから、教育・文化・福祉の振興に関するこ

とといたしましては、職場体験の実施ということ

で、児童生徒の職場体験事業への協力をお願いし

たいということで考えております。 

  それから、青少年健全事業といたしまして、青

少年健全育成等のＰＲ活動への協力をお願いした

いということも考えております。 

  それから、文化振興事業といたしまして、那須

地区郷土芸能フェスティバルへの協力などを想定

しております。 

  それから、子育て支援事業といたしまして、キ

ッズスペース、遊び場の設置、それから幼児・児

童の作品の掲示、応募を想定したいと考えており

ます。 

  それから、障害福祉サービス事業所による販売

ということで、障害福祉サービス事業所によるマ
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ルシェの開催等、販売スペースの設置の協力をお

願いしたいといったことでございます。 

  それから、災害時支援に関することということ

で、地域物資拠点の駐車場の利用をさせていただ

きたい、あるいは電気自動車の充電設備の無料使

用をお願いしたいといったことを、具体的な連携

事業として想定しております。 

○相馬委員長 ほかに質疑はございますか。ござい

ませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 それでは、ここで議員間討議に入り

ます。討議すべき点、あるいは委員からの意見は

ございますでしょうか。 

  中里委員。 

○中里委員 本市の様々な多岐にわたった事業につ

いて、さらに連携が推進できるということですの

で、全協での報告でという取扱いでよいかと思い

ます。 

  以上です。 

○相馬委員長 ほかに御意見ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ほかに討議すべき内容はないようで

すので、ここで議員討議と併せて質疑も終結した

いと思いますが、最後にほかに質疑等はございま

せんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 執行部から御意見はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  それでは、案件の取扱いについてお諮りいたし

ます。 

  本案件については、執行部提案のとおり、報告

とすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 本案件につきましては、報告案件と

することに決しました。 

  次に、あいおいニッセイ同和損保との地方創生

に関する包括連携に関わる協定を協議いたします。 

  執行部から説明をお願いいたします。 

  企画部長。 

○小出企画部長 それでは、あいおいニッセイ同和

損保との地方創生に関する包括連携に関する協定

について御説明いたします。 

  まず、協定の締結先でございますが、民間企業

のあいおいニッセイ同和損保株式会社、その栃木

支店となります。 

  協定の内容でございますけれども、地域や暮ら

しの安心・安全に関すること、防災・災害対策、

産業振興、中小企業支援、観光振興、農業振興、

その他必要な事項について連携するというもので

ございます。 

  協定の締結及び目的、背景でございますけれど

も、本市では、地域や関係機関との連携協力によ

り各種事業を展開し、地方創生に資する取組を行

っているところでございます。 

  あいおいニッセイ損保が展開しております支援

メニューの活用により、本市及びあいおいニッセ

イ同和損保との連携体制を構築し、地方創生の実

現を推進するため、令和元年度から連携協定の締

結に向けた調整をまいったということでございま

す。 

  それから、市民等への効果及び影響でございま

すが、本協定を締結することによりまして、地方

創生に資する取組が推進することができるという

ことでございます。 



－14－ 

  それから、特記事項といたしまして、費用負担

はございません。 

  議会の対応及び理由でございますが、議員全員

協議会での報告、こちらを10月にさせていただけ

ればというふうに思います。 

  理由でございますが、本協定は今後の連携につ

いて明文化するものであり、本市に大きな負担は

生じないため、議員全員協議会で報告し、速やか

に執行したいというものでございます。 

  支援メニューの具体的な中身でございますけれ

ども、主にセミナー等の開催を予定しております。

例えば、人手不足を解消する外国人社員活用セミ

ナーでございますとか、あるいは中小企業におけ

ますＳＤＧｓセミナー、あるいは過去の事例から

学ぶ自然災害セミナー、それから健康経営・働き

方改革セミナー、あるいは情報セキュリティーセ

ミナーということで、個人情報の保護と情報漏洩

発生時の備えとか、あるいは女性が活躍するため

のポイントセミナーといった、様々な支援メニュ

ーが既に用意されておりまして、適宜調整しなが

ら実施してまいりたいという中身でございます。 

  説明は以上でございます。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 質疑がないようでしたら、ここで議

員間討議に入ります。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見はご

ざいますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 ないようでございますので、議員間

討議と併せて質疑を終結したいと思いますが、最

後に質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 執行部から御意見はございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 ないようですので、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  それでは、案件の取扱いについてお諮りいたし

ます。 

  本案件については、執行部提案のとおり、報告

とすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 本案件につきましては、報告案件と

することに決しました。 

  ここで、執行部入替えのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１０時４４分 

 

再開 午前１０時４５分 

 

○相馬委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

  次に、産業観光部の案件について協議いたしま

す。 

  創業支援等事業計画を協議いたします。 

  執行部から説明をお願いいたします。 

  産業観光部長。 

○冨山産業観光部長 それでは、創業支援等事業計

画の変更について御説明させていただきます。 

  計画策定の目的及び背景でございますけれども、

創業支援等の事業計画につきましては、産業競争

力強化法に基づきまして、市が民間の創業支援等

事業者であります商工会や金融機関などと連携し、

ワンストップ相談窓口の設置、創業セミナーの開
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催、コワーキング事業等の創業支援事業を定め、

国の認定を受けるための計画でございます。コワ

ーキング事業につきましては、これ創業者同士の

交流とか活動、こういうものを言うところでござ

います。 

  本市におきましては、平成27年５月20日に初の

認定を受けまして、その後計画期間を令和３年３

月31日まで延長したところですが、創業支援事業

は関係機関との連携の上、より一層の充実化を図

り、継続して実施していく必要があるため、計画

期間の再延長、令和５年３月31日までを予定して

おりますけれども、及び内容の変更認定を受けた

いと考えているところでございます。 

  計画の概要でございますけれども、国の認定を

受けることで、創業支援事業者や創業者が国の支

援、補助金等の対象となるものでございます。 

  例えば、会社を登記するに当たりまして、登録

免許税がかかりますが、この計画が国に認められ

て、この計画に基づいて特定創業支援事業を受け

て証明書を提出すれば、登録免許税が半額になる

というようなメリットがあるものでございます。 

  計画期間でございますけれども、令和５年３月

31日まで期間延長する予定でございます。 

  市民等への効果及び影響でございますけれども、

地域における創業者を支援し、開業しやすい環境

を整備することで、地域経済の活性化、雇用の確

保が図られると思っております。 

  市民参画の有無及び内容でございますけれども、

パブリックコメント等は特に実施しておりません。 

  総合計画上の位置づけでございますが、基本政

策６の３、商工業を活性化させる具体的な施策①

地域経済を持続的に発展させるに基づき、行って

いるものでございます。 

  関係法令及び上位計画でございますけれども、

産業競争力強化法に基づくものでございます。上

位計画の議決時期等については、上位計画はござ

いません。 

  議会への対応及び理由でございますけれども、

議員全員協議会での報告でさせていただければと

いうふうに思っているところです。 

  理由につきましては、本計画につきましては、

法律に基づいて策定し、国の認定を受けるもので

あります。認定を受けるため、国との協議が必要

であることから、議員全員協議会での報告で対応

させていただきたいと思っているところです。 

  説明としては以上でございます。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの説明について質疑はございますか。

ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、ここで議員間討議に入り

ます。 

  討議すべき点、あるいは委員から御意見はござ

いますでしょうか。 

  中里委員。 

○中里委員 こういった創業支援関係のことについ

ては、地域経済の活性化というのは本市にとって

も待ったなしの案件だと思いますので、速やかに

実行していただきたいと思うことから、全員協議

会での報告という取扱いでいいかと思います。 

  以上です。 

○相馬委員長 ほかに御意見ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようでしたら、議員間討議及び

質疑を終了したいと思いますが、最後に質疑……

御意見ございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 これを今まで実施してきて、計画継続

と内容の変更ということですけれども、具体的に

これで利用されたというか、その実績はどうなっ
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ているんでしょう。 

○相馬委員長 産業観光部長。 

○冨山産業観光部長 それでは、昨年の実績でござ

います。 

  創業支援塾というものがあって、10回の講座を

受けることになりますが、昨年受けた方が35名ご

ざいます。そのうち、創業された方が12名でござ

います。 

  以上です。 

○鈴木委員 はい、結構です。 

○相馬委員長 よろしいですか。 

○鈴木委員 はい。 

○相馬委員長 ほかに質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようでしたら質疑を終了したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  それでは、案件の取扱いについてお諮りいたし

ます。 

  本案件については、執行部提案のとおり、報告

とすることで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 本案件については、報告案件とする

ことに決しました。 

  ここで、執行部入替えのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午前１０時５１分 

 

再開 午前１０時５２分 

 

○相馬委員長 休憩前に引き続き、委員会を再開い

たします。 

  次に、教育部の案件についてを協議いたします。 

  一般財団法人倫理研究所、那須野ヶ原倫理法人

研究会との「家庭の日」普及啓発に関わる協定を

協議いたします。 

  執行部から説明をお願いいたします。 

  教育部長。 

○小泉教育部長 教育部のほうで所管します今回協

定に係る案件についての審議ということで、よろ

しくお願いします。 

  一般社団法人倫理研究所、那須野ヶ原倫理法人

会との「家庭の日」普及の啓発に関する協定の締

結という案件になります。 

  協定の相手方につきましては、那須野ヶ原倫理

法人会、こちらについては、那須塩原市を中心と

したところで151団体等が加盟している団体とい

うことになります。 

  協定の内容につきましては、第３日曜日が家庭

の日ということで県の条例で定められておりまし

て、その普及啓発、これについて協力をしていた

だきながら、さらに普及をしていくというところ

になっております。 

  市の実施内容と、協定に基づく実施内容につき

ましては、現在、家庭の日についての市で持って

いる情報、事業、こういうものについて、情報提

供を倫理法人会に行うという内容になっておりま

す。これを受けまして、倫理法人会につきまして

は、会員企業の中での従業員への働きかけ、家庭

の日の普及啓発活動というところを行うというよ

うな内容になっております。倫理法人会の活動の

中でも、この家庭の日の普及というところについ

て活動内容としてうたっていることから、今回申

入れがありまして、協定のほうの締結をいたした

いと思っております。 

  実際には、家庭の日について現在取り組んでい

るもの、それぞれが取り組んでいるものについて
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の情報の共有というところを含めた中で明文化す

るというところが、今回の協定の内容になってお

ります。 

  協定につきましては、執行部側教育部としまし

ては、９月の議員全員協議会でこの案件について

報告のほうさせていただいて、協定の締結をその

後行っていきたいということで考えております。 

  簡単なんですけれども、説明については以上で

ございます。よろしく御審議の上、決定ください

ますようお願いいたします。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの説明につきまして質疑はございます

か。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 内容的には全然、そうだろうなという

理解できるところなんですけれども、わざわざ協

定を結ぶことの双方のメリットというのはどうい

うところにあるか、ちょっと御説明いただけます

か。 

○相馬委員長 教育部長。 

○小泉教育部長 今回協定を結ぶと、今までも同じ

ことやっていたというところなんですけれども、

倫理法人会のほうで、協定を結んで明文化した上

で、活動として市と協働して連携してやっている

というところを出していきたいというところもあ

りましたので、市としては拒むものでもないなと

いうところで、今回協定を結びたいという考えで

ございます。 

○相馬委員長 ほかに質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、ここで議員間討議に入り

ます。 

  討議すべき点、あるいは委員からの御意見はご

ざいますでしょうか。ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、議員間討議含め質疑を終

結したいと思いますが、最後に質疑はございます

か。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 なければ、議員間討議及び質疑を終

結したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、質疑を終了い

たします。 

  それでは、案件の取扱いについてお諮りいたし

ます。 

  本案件について、執行部提案のとおり、報告と

することで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 本案件については、報告案件とする

ことに決しました。 

  以上で、⑵議会基本条例第11条に基づく計画等

についてを終了いたします。 

  その他として、執行部から何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 委員から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 それでは、ここで議会側の案件に入

りますので、執行部におかれましては御退席をお

願いいたします。大変お疲れさまでございました。 

  暫時休憩といたします。ここですみません、時

間がないので、10分間休憩にしたいと思います。

11時７分から再開いたします。 

 

休憩 午前１０時５６分 

 

再開 午前１１時０５分 

 

○相馬委員長 それではよろしいですか。 

  休憩前に引き続き、委員会を再開いたします。 
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  次第⑶宇都宮大学「地域プロジェクト演習」パ

ートナーの募集についてに入ります。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  係長。 

○佐々木議事調査係長 それでは、地域パートナー

申請書について御説明をいたします。 

  宇都宮大学に地域パートナー申請するに当たり、

こちらの所定の様式に記入をして出す必要がある

ものでございます。 

  申請区分としては新規になります。団体名が那

須塩原市議会となりまして、那須塩原市の場合で

すと企画政策課が調整担当となっておりますので、

それを記載してございます。団体の概要がござい

まして、受入代表者としましては議長、連絡先と

しては事務局を記載してございます。 

  次のページにいきまして、その地域パートナー

演習に関しまして、テーマを提出することになっ

てございます。こちらの案でございますけれども、

テーマといたしましては、若者と議会との協働で

ございます。 

  その下に課題等書いておりまして、まず課題の

ところでございますが、市議会は議事機関として

法令に基づき活動をしています。二元代表制の一

翼として活動しておりますが、市民、特に若者の

関心が全くないという現状がございます。議会活

性化に向けて取組を行っておりますが、市議会議

員選挙の10代、20代の投票率も高くないという状

況がございますし、傍聴者も10代、20代の若者と

いうのはあまりいないというのが現状でございま

す。 

  課題に対して考え得る主な原因のところでござ

いますが、市議会の役割について、若者に対して

伝えられていないという部分が一つあるのかなと

考えられます。若者にとって議会が遠い存在であ

り、若者としても意見、声を届けるという機運に

至らないという部分、一面があるのかというとこ

ろでございます。 

  実際に学生に取り組んでほしい、大学生に取り

組んでほしい課題でございますが、議会活動や議

会改革の取組について、議会に対し若者の視点で

の提言をしていただいたり、あるいは議員と一緒

になって考え、取り組んでもらうということを期

待したいと考えております。議会運営に関する事

項、まちづくりに関する事項、地域の課題解決に

関する事項など、議会に関連するテーマからまず

学生のほうで選択をしていただいて、研究・提言

いただくことを想定しております。 

  若者を含む市民の声をいかに議会につなぐかと

いう視点を、学生ならではの視点での提言をいた

だくということを期待をしております。 

  課題に取り組むために提供できる情報提供とし

ましては、議事録ですとか議会だよりであるとか

を考えております。 

  主な活動場所でございますが、議場、委員会室

のほかに、議会報告会を実施するような場合には

公民館等であったりとか、あるいはオンライン会

議で、なかなかこういった時世でございますので、

学生とのやり取りにはＺｏｏｍ等の活用も検討し

ていきたいと思います。 

  活動場所までの主な移動手段でございますが、

公共交通機関を想定しております。最寄り駅から

議会までとかは、事務局のほうでの送迎も想定し

ております。 

  内容の説明につきましては以上です。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの説明に対し質疑はございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 テーマの決め方というのが、これはこ

ういうふうに決まったのかなと思うんですけれど

も、これはまだ項目は、要するにテーマというの
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は幾つも想定できたのかなと思うんですけれども、

これになった経緯をちょっとお伺いしたいんです

けれども。 

○相馬委員長 係長。 

○佐々木議事調査係長 申請にするに当たって、議

会として抱えているテーマというものを出さなき

ゃいけないというところもございまして、この委

員会で、議会運営委員会で御検討いただくんです

が、何もないまっさらな状態でというわけにはい

かないものですから、事務局のほうで案を作成し

まして、正副委員長と打合わせをさせていただい

た中で、一つの案としてこれを出させていただい

たというところでございます。 

○相馬委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 そうなんですよ。案であれば幾らでも

あるんです、幾らでもと言っちゃ、星の数ほどあ

るんじゃないかなというね。だけれども、絞るん

だけれども、選択肢はないのかという話ですよ。

これだけでいいですかというんじゃなくて、本当

は３つくらいあって、どれがいいですかという提

案のほうが面白いかと思ったかなと、親切かなと

いうふうに思うんですけれども、これ一つでこの

議会として取り組んでいけるかという話の流れで

考えていますか。 

○相馬委員長 じゃ、私のほうで。 

  まず、大学と、前回御決定いただきましたパー

トナーシップ協定の中では、相手方と協議をした

上でテーマ等が決定していくということになろう

かというふうなガイドラインとしては設定をさせ

ていただいたところです。 

  そうした中で、今回、宇都宮大学側からの募集

ということになったというところで、こちらから

どうですかということではなく、宇都宮大学のほ

うからこういう、前回募集要項があったと思うん

ですが、その中でこういうふうなテーマが、議会

の課題と、それから相手が大学生なものですから、

若者との協働でという、こういったテーマがいい

のではないかということで、今回これでエントリ

ーをするということになるわけでございまして、

今後協議の内容に、これで採用された場合に、エ

ントリーして、それで採用された場合に、今後の

内容としては、これでいいかどうかについては、

再度テーマは協議はしていくことになるんだろう

というふうに思いますが、今回のエントリーをす

るテーマとして、こういったテーマとさせていた

だいたという経緯でございます。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 ここの議案に載っているのは、これを

出していいかどうかということで、テーマの一つ

だけであって、ほかのテーマについての審議を 

ここでするわけではないということでいいですか。

ここの会議は。 

○相馬委員長 宇都宮大学の地域プロジェクト演習

のパートナー募集について、エントリーをする上

での内容でございますので、このほかのテーマと

いうことで、今後ここに活動種別等、様々なとこ

ろがあるところではございますが、ほかに何か御

意見があるようでしたら９月末までのエントリー

で……９月末だったですね、これ締切り。 

  係長。 

○佐々木議事調査係長 締切りは９月末までという

ことになっているんですが、企画政策課で取りま

とめもございますので、若干そこから10日ほど企

画での締切りは早いんですが、９月20日前後が一

旦の締切りという形になっております。 

○相馬委員長 まだ締切りということではございま

せんが、ほかに考えられるテーマがあるようでし

たら御申告いただければというふうには思います

が、今時点でこのテーマでいいかどうかについて、

まずお諮りさせていただければと思いますが、い
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かがでしょうか。 

  こういったテーマの内容でいかがでしょうか。 

○鈴木委員 異議ということじゃないですけれども、

せっかく出すんだから、議員からテーマを、よく

やっていますけれども、一応どんなテーマがいい

かということを募集して、その中でこういうのが

出てきたと選択してここに至っていれば、こうい

う話にはならなかったんですけれども、これは唐

突なので経緯を伺ったということです。だから、

もう一回言えば、御苦労さんという考え方もある

んですよ。まあ、了解です。 

○相馬委員長 大丈夫ですか。 

  じゃ、今回のテーマでエントリーする方式でパ

ートナー募集に応募するということで異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  続きまして、次第⑷議員定数の検討についてを

議題といたします。 

  さきの委員会でも協議したところでございます

が、各委員、それから会派からの意見等がありま

したらお願いいたします。 

  中里委員。 

○中里委員 那須塩原クラブで会派の協議を行いま

した議員定数についてでございますが、議員定数

資料にございます県内各市の状況、それから全国

の類似団体との比較なども行いました。また、議

員の増減に対して、市民から特に意見は上がって

いないことから、現状の26人のままでいることで

決定、うちの会派ではこういうことに決まりまし

た。 

  以上です。 

○相馬委員長 ありがとうございます。 

  ほかにございますか。 

  田村委員、いかがでしょうか。 

○田村委員 前回申し上げましたけれども、会派と

しては、意向としては変わりはありませんけれど

も、ただ、これやはりそんなに早急に結論を出す

ような性質の話でもないし、今回職員アンケート

でもその設問あるかと思うんですけれども、そう

いったものを見ながら、改選のほう来年の４月と

いうことで、時間が十分あるとは言えないので、

継続して、そういった職員アンケートであったり

市民の声であったりですね、そういうのが今後出

てくれば見直しという話にもなってくるというか、

そういうところで議論を進めていけば、まだちょ

っと議論が熟していないというか、ことだと思い

ますので、継続して議論というか、そういうふう

でいいんじゃないかと思います。 

○相馬委員長 前回の委員会のときに、できれば議

会運営委員会の検討事項としては、９月の全員協

議会で全議員に報告したいという旨をお伝えした

かと思うんですが、それについて、今後定数につ

いては継続して協議していくという御意見だけで

よろしいですか。ということでよろしいですか。

現在の26名についていいとか、いいのか悪いのか

という意見ではないということでよろしいですか。 

○田村委員 だから、さっきから申し上げたように、

２名減という方向性で考えていけばいいかなとは

思っているんですけれども、すぐ結論はやっぱり

当然出ないかと思いますので、もうちょっとこう

機が熟してからというか、そういった周りのアン

ケート結果なんかも踏まえて、議論を進めていけ

ばいいのではないかという意見です。 

○相馬委員長 ほかに志絆の会眞壁委員。 

○眞壁委員 うちの会は、前から言っているんです

けれども、今、田村さんが言った話だと、次の選

挙の話だったと思うんですけれども、私はそれに

関しては26。 
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○相馬委員長 じゃ、玉野委員、敬清会の意見とし

てお伺いできればと思いますが。 

○玉野委員 現状の定数で、市民から問題があると

いう声等は聞こえておりませんので、会派として

は現状の定数でいいだろうと。 

  付け加えれば、委員長のほうで定数についての

協議をこれから持ってもらう……聞こえましたか。 

○相馬委員長 はい。 

○玉野委員 やはり、市民と議員と行政との上での

定数だと思いますので、なぜ定数なのかというこ

とを、相当に盛り上げるという課題というか、目

的というんでしょうか、それを練り上げないと、

数字だけいじってもという、ややもすると、低次

元なほうに行っては困るんじゃないかなと。定数

を高みというか、まちづくりのために、やっぱり

こういう定数が必要なんだという三者の充実を盛

り上げなければならないのではないかと思います。 

○相馬委員長 分かりました。 

  現時点での定数について、３会派については現

状の26で現時点ではという、26人でまずは検討す

るというような意見でございました。 

  ただ、公明クラブさんほかは継続して２名減と

いう意見もありながら、継続して検討していく必

要があるんだろうというふうなことでございます。 

  現時点で継続して検討していくということにつ

いては、今後とも議員定数については検討してい

くところでございますが、来年の選挙に向けて一

定程度、議会運営委員会としての方針を９月の全

協で報告を全員にして、その後、どういう御意見

が出てくるかというところもあるんですが、一定

程度、議会運営委員会として９月に報告したいと

いうものでございます。 

  そうした中で、公明クラブさんのほうでは、定

数については現状の26で今後継続するという中で、

26で現状で変更ないというような報告をしてもよ

いのかどうか、御意見をいただければと思います。 

○田村委員 その辺はお任せします。 

○相馬委員長 はい、分かりました。 

  それでは、議会運営委員会による検討というこ

とでございますが、様々な資料を事務局に御提示

いただいた中で、現在の26の定数を維持するとい

う報告をしたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 ありがとうございます。 

  それでは、本案件につきましては、議会運営委

員会として現状定数を維持することとし、来月の

議員全員協議会で報告いたします。 

  続きまして、次第⑸コロナ対策を踏まえた９月

議会定例会の対応についてを議題といたします。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  係長。 

○佐々木議事調査係長 それでは、９月議会の運用

について御説明させていただきたいと思います 

  ８月３日の議会運営委員会で、９月議会対応に

係る全体的な方向性を御決定いただいたところで

すが、詳細について御説明をさせていただければ

と思います。 

  資料に沿って御説明させていただきます。 

  まず、１番の常任委員会でございますが、総務

企画、福祉教育、建設経済のそれぞれの３常任委

員会につきまして、議場、議員控室、303会議室

の３部屋を使う形でお願いしたいと思います。 

  実際に、９月14日からの部屋の割り振りでござ

いましたけれども、お示しの表のとおりでお願い

できればと考えております。 

  また、さきの議会運営委員会で、議場で行う日

については委員会中継を行うということで御決定

いただきましたが、黄色のマーカーを付した議場

で行う日については、委員会中継を行うこととし
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たいと考えております。 

  ４日目に委員会を開き、会議室を使う場合につ

きましては、別途調整をさせていただければと思

います。 

  また、８月６日にお話がありました昼食でござ

いますが、第１、第２、第４の今まで常任委員会

開いていた委員会室で、委員会ごとに昼食をお取

りいただければと思います。冷蔵庫と給茶セット

でございますが、議会図書室のほうに移動してお

きますので、御利用いただければと思います。 

  続きまして、議員の半数入替えでございますけ

れども、全体的なイメージといたしましては、議

長及び副議長は常に議場にいるものとしまして、

残りの24人の議員のうち12人程度が議場に残ると

いう形を考えております。 

  議場に入らない議員にあっては、議員控室もし

くは会派室で、議場からの放送が流れますので、

それを聞いていただく。あるいは、第１委員会室

ですね、そちらについては放送を入らないように

したいと思いますので、タブレットにより議会中

継を閲覧するという形をお願いできればと思いま

す。 

  具体的な出入りの内容でございますけれども、

まず初日ですが、開会から即決案件につきまして

は、全員が在席。報告案件、提案理由説明につき

ましては、まず議席番号偶数の議員が退出し、休

憩のたびに奇数の議員と入れ替わるというものを

想定しております。副議長は、議席番号奇数の議

員が退出する場合は、議席番号24の議長の席に移

動していただいて密を避け、議席番号偶数の議員

が退出する場合には自席に座るものと考えており

ます。 

  実際に、どの日程のときに誰が入る、出るとい

うところが、ちょっと分かりにくくなってしまう

ということもあると思いますので、基本的にはこ

の考え方に基づいて、議員の議場の入退出につい

ては、事務局において星取表のようなものを策定

して、別途お配りしたいというふうに考えており

ます。 

  初日でございますが、発議及び採決につきまし

ては、全員議場に在席としたいと思います。 

  その他としまして、議事進行中、動議等が提出

された場合は暫時休憩としまして、全議員が議席

に着席してから再開をお願いできればと思います。 

  ２日目からの質問の日にちでございますけれど

も、まず議場コンサートにつきましては全員在席。

会派代表質問及び市政一般質問でございますが、

その質問者が議席番号が奇数の場合には、議席番

号偶数の議員が退出。逆に、議席番号偶数の議員

が質問をするときには、奇数の議員が退出すると

いう形で考えております。 

  続きまして、議案質疑の日でございますけれど

も、通告対象議案と通告対象議案以外がございま

すが、通告対象議案につきましては、やはり議席

番号奇数偶数で分けまして、一定の議事日程のま

とまりごとに、偶数奇数で入替えをしたいと思い

ます。その質疑の通告者につきましては、奇数で

あっても偶数であっても、通告に係る議事日程に

ついては在席をするという形でいかがかと考えて

おります。こちらにつきましても、通告内容を踏

まえまして、事務局のほうで星取表的なものを作

成してお配りできればと考えております。 

  通告対象議案以外につきましては、通告がござ

いませんので全員在席とできればと考えておりま

す。 

  また、最終日ですが、こちらも全員在席と考え

ております。 

  ３番といたしまして、委員会における執行部側

出席者でございますが、次のところを標準として、

執行部側で最低限の出席としてお願いできればと
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考えております。 

  出席する執行部職員でございますが、部長、課

長、それから付議案件に関連する係長、あとは委

員会における説明が不可欠な施設長。 

  出席しない者といたしましては、幹事課長、あ

とは課長補佐ですね、先ほどの係長を除く課長補

佐です。あと、主査（係長）級というのと、説明

が必要な施設長以外の施設長、その辺については

出席しないというのを標準として、執行部の側で

御判断いただくという形にしたいと考えておりま

す。 

  説明につきましては以上です。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの説明につきまして、質疑はございま

すか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようでしたら、本案件について

皆さんから御意見はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 それでは、本案件について、こちら

案のとおり、まず全部一遍でいいですか、１番の

常任委員会の設定について、それから２番、議員

の半数入替えについて、それから３番の委員会に

おける執行部側の出席者についてでございますが、

この案のとおり取り扱うことで異議ございません

か。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、このように取

り扱います。 

  それでは、事務局にはその出席者、退席者の星

取表を作っていただければと思います。 

  もう一点ですが、その半数退席された場合に、

その委員会室、それから会派室、第１委員会室と

いうふうに先ほど説明がありましたが、傍聴席が

空いているので傍聴席にという話があった場合に、

議会運営委員会としてはどのように取り扱うか、

御意見がいただければと思いますが、いかがでし

ょうか。 

  議長。 

○吉成議長 午後予定しています正副委員長会議で、

その際に、議場であれば傍聴席が18ということで

決定をみているわけですけれども、今回、議員控

室、そして303に関しましては、まだ傍聴席を幾

つにするかというのが決定されていないわけです

ね。当然、傍聴者がいれば優先して入っていただ

くということになると思うので、それは正副委員

長会議の場で決めさせていただいてと思ったんで

すけれども、いかがですか。 

○相馬委員長 例えば一般質問、代表質問の際に、

議員控室に来ている方が、議員控室か、もしくは

第１委員会室ということだったんですが、それな

ら議場に傍聴席が空いているから傍聴席にとなっ

た場合に、それがいかがなのかなというふうに思

ったものですから、ちょっと伺った次第で、基本

的には案のとおり、議員控室か第１委員会室で控

えていただくと、そういうことでいかがでしょう

か。 

〔「決めておくということ」と言う人あ

り〕 

○相馬委員長 決めておく。ここのほうがいいかな

と傍聴席行っちゃったりする、もしかすると。 

  玉野委員。 

○玉野委員 確認ですけれども、やっぱり議員はそ

ういう場所にいるというのを設けましたから、傍

聴の席には行かないほうがいいと思います。 

○相馬委員長 今、傍聴席にはほかの議員は入らな

いというような御意見でございますが、よろしい

でしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○相馬委員長 それでは、半数入替え制の場合のそ
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の議員の居場所については案のとおりということ

で、傍聴席には入室はしないということで決定し

たいと思います。 

  続きまして……係長、今ので大丈夫ですか。 

○佐々木議事調査係長 はい、ありがとうございま

す。 

○相馬委員長 すみません。 

  次に、次第⑹意見書の提出についてに入ります。 

  まず、オンライン本会議の実現に必要となる地

方自治法改正を求める意見書を議題といたします。 

  これにつきましては、議長から説明をお願いい

たします。よろしくお願いします。 

○吉成議長 それでは、私のほうから、オンライン

本会議の実現に必要となる地方自治法改正を求め

る意見書の提出について、提案理由の説明をさせ

ていただきます。 

  総務省がこの４月30日付で、委員会の、常任委

員会であったり、そういった委員会の運営につい

てはオンライン化を認めるという見解を示してい

ます。 

  それにのっとって、我々那須塩原市議会におい

ては、６月定例議会において、委員会規則の一部

改正を行って、一つは書面でも決議をできますよ、

そしてメールも使えますよ、その他ということで

はオンラインでもオーケーですよということを、

改正して認めたわけです。 

  残念ながら、国のほうは本会議においては、や

はり今でも集まって議論をして、その上で議決を

するというところは譲っていないわけですね。 

  でも、今回のこのコロナもそうですし、たまた

まこの地域はまだまだ災害も少ないと言われてい

る地域でありますが、今後大きな災害が起こって、

本当に我々が集まれない現状になってしまった場

合には、やはり手段としては、オンラインでも本

会議しか方法がないと思うんですね。 

  それらを念頭に置きながら、今回、国のほうに

意見書を提出したいということですので、御理解

のほうをよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの説明に対しまして、質疑はございま

すか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようでしたら、委員の皆様から

御意見はありますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、この案件については９月

４日、議会開会前の臨時の全員協議会がございま

す。その全員協議会で報告の上、議会運営委員会

から本会議に提案することとしたいと思いますが、

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う

地方財政の急激な悪化に対し、地方税財源の確保

を求める意見書を議題といたします。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  係長。 

○佐々木議事調査係長 それでは、私のほうから御

説明をさせていただきます。 

  こちらの意見書につきましては、全国市議会議

長会から、こういった意見書の提出についての依

頼がありまして、御提出させていただくものでご

ざいます。 

  内容としましては、新型コロナウイルス感染症

の蔓延を受けまして、財政需要が高まっておりま

すが、今後の地方財政が厳しくなるのではないか

というところを受けまして、令和３年度地財対策、

それから地方税制改正に向けての意見でございま
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す。 

  こちらの意見書案にありますように、大きく５

点についての意見を出すものでございます。 

  １点目としましては、必要な地方税、地方交付

税等の一般財源総額の確保でございます。 

  ２点目につきましては、地方交付税の財源保障

機能と財源調整機能の適切な発揮。 

  それから３点目としまして、今年度の地方税収

が、コロナの関係で大幅に減収となることが予想

されますので、減収補塡措置をしていただきたい

ということでございます。 

  ４点目でございますが、税制改正に当たりまし

ては、税源の偏在性が少なかったりというような

ところを考慮して判断いただきたいというもので

ございます。 

  最後に、５点目、固定資産税でございますが、

市町村の重要な基幹税というところもございます

ので、根幹に影響する見直しについては行わない

でいただきたいと。今回、緊急経済対策としまし

て、土地・家屋について、中小企業対策として一

定の減免措置が講じられてございますが、こうい

ったものについても、国庫補助金等で今後は対応

いただきたいという内容となっております。 

  意見書の内容の説明につきましては以上です。 

○相馬委員長 説明が終わりました。 

  ただいまの説明に対し、質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようでしたら、委員の皆様から

御意見はございますか。 

〔「ちょっと質疑」と言う人あり〕 

○相馬委員長 じゃ、質疑で、鈴木委員。 

○鈴木委員 これ全国市議会議長会から来た件は唐

突な感じがするんですけれども、言っていること

は予想されるということで、多分引っ込むことだ

ろうと、内容がかなり何と言うか、すっと入って

こないというのがあるんですけれども、その中で

一つ、ちょっと５番で、これはどういうことかな

と思ったんですけれども、５番の土地・家屋・償

却資産を問わず、断じて行わないことというふう

に書いてあるんですけれども、これはそういう何

か国の動きを察知してなのかなと思うんですけれ

ども、こういう動きがあるということは聞いてい

るんでしょうか。 

○相馬委員長 係長。 

○佐々木議事調査係長 全国市議会議長会から案内

が来ておりまして、まず、この固定資産税に関し

ましては、国の既に取られた施策でございますけ

れども、固定資産税の減免ですね、中小企業対策

としまして、一定期間の減収が50％以上の場合に

は、令和３年度の固定資産税、家屋と償却資産に

係る固定資産税についての免除、減収幅が30％か

ら50％の中小企業につきましては半分にするとい

った措置が既に講じられておりますが、今後も中

小企業向けのコロナ対策としまして、こういった

ものを検討する動きがあるのではないかというこ

とで、特に、家屋・償却資産に限らず処置を追加

すること、あるいは事業所税を軽減対象にすると

いうような議論が予想されるということが来てお

りまして、この辺を懸念するというところもござ

いまして、特に固定資産税について特に意見書に

盛り込んだというふうに、通知では伺っておりま

す。 

○相馬委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 説明分かりました。 

  それでその減免、ちょっとよく分かっていない

ところがあるんですけれども、減免をしたときに

ついては、国が言っているわけですよね、それに

対する補償というのは国は、要は国の補正予算が

相当額あるかもしれない、その中から市のほうに

対して、その分が減免、国が言っているわけです
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から、その分の補償はもらっている状況なんでし

ょうか。 

○相馬委員長 係長。 

○佐々木議事調査係長 私も財政のほう、それほど

詳しくもなくて、全国市議会議長会からのペーパ

ーにもそこまで細かいところは書いていないんで

すが、一定程度やはり地方交付税の配分等におい

て、収入額と需要額の関係がありまして、この固

定資産税の減免措置を行うことによって地方税の

収入が減りますので、この辺は一定程度の穴埋め

がされるということは予想されますが、減収分が

100％補塡という保証がないという部分も恐らく

あるのではないかなというところでの意見かなと

考えております。 

○相馬委員長 ほかに質疑はございますか。 

〔「ちなみに、すみません」と言う人あ

り〕 

○相馬委員長 議長。 

○吉成議長 補足で説明させていただきますが、冒

頭の挨拶の中でも申し上げましたけれども、先日、

県北５市議長会議が開催されましたが、本議会を

含めて全ての議会が、今回のこの９月議会におい

て、この意見書の提出を議題とするというお話が

ございました。 

○相馬委員長 局長。 

○増田事務局長 併せて、昨日、栃木県の事務局長

会議がありまして、出席したうちを除く13市全て、

やはり９月の定例会で意見書提出するというよう

な情報がありました。 

○相馬委員長 ありがとうございます。 

  ほかに質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようでしたら、本件についての

意見はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 ないようでございますので、本件に

ついては９月４日の議会開会前の臨時の全員協議

会で報告の上、議会運営委員会から本会議に提案

することとしたいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、次第⑺９月議会後の議会活動についてを

議題といたします。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  係長。 

○佐々木議事調査係長 それでは、私のほうから９

月議会後の議会活動についての資料について、御

説明させていただきたいと思います。 

  前の議運において、６月議会後の議会活動につ

いてを御審議いただきました。その中で、当面の

９月議会までということで御決定いただいたもの

でございますが、コロナウイルス感染症がまだ終

息している状況ではないというところもございま

すので、９月議会後についても、その辺を踏まえ

た議会活動についての方針を定める必要があると

いうことで、こちらお示しするものでございます。 

  趣旨としましては、４月以降確認されていなか

ったら、７月に那須塩原市でも、７月、８月と確

認されております。県内、それから全国的にもま

た高い水準での感染がされているというところも

ございますので、感染症の蔓延防止の観点から、

活動方針を定めるものでございます。 

  ２番のところで、活動方針案を具体的に書いて

おりますが、議会活動と感染症対策を両立する観

点から、12月議会定例会開会までの当面の活動方

針について、⑴から⑸までと記載しております。 

  基本的には、６月議会後の活動方針と大きくは

変わっておりませんが、その変更になったところ
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を中心に説明させていただきます。 

  ⑴の３密を避けるようというところについては、

変更はございません。 

  ⑵の会議時間の短縮でございますが、従前は90

分以内ということで、具体的な目安を定めており

ましたが、今回は具体的な基準は設けずに、簡潔

な説明と集中した審議により会議時間の短縮に努

めますという表現にしてございます。 

  ⑶のオンラインの検討につきましては、変更は

ございません。 

  ⑷の議員以外との一般市民との接触を伴う議会

活動ですが、従前は原則として行わないという形

にしておりましたが、今回の案につきましては、

感染症蔓延の防止の観点から、実施の適期を慎重

に判断するものとしますというふうに表現を変更

してございます。また、実施する場合には、感染

症対策に万全を期するものとします。 

  ⑸の視察の受入れは行わないという部分につい

ては、変更はございません。 

  最後に、なお書きでございますが、今後の感染

状況を踏まえまして、必要に応じて活動方針の変

更、見直しを行うというところも、変更はござい

ません。 

  案の説明につきましては以上です。 

○相馬委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりました。 

  ただいまの説明に対し、質疑はございますか。

ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、委員の皆様から御意見は

ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 ないようでございますので、ただい

まの本案件につきましては、９月議会後の活動に

ついては、ただいま説明したとおりとすることで

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 異議ないものと認め、そのように取

り扱います。 

  次に、次第⑻その他に入ります。 

  委員の皆様から何かございますか。ありません

か。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 事務局から何かございますか。 

  事務局長。 

○増田事務局長 １点だけ確認したいんですけれど

も、⑸と⑺、要は９月議会中の定例会の対応と９

月議会後に関わるんですけれども、全協、９月以

降も行われますけれども、執行部の出席について

は、感染状況それぞれにらみながらですけれども、

当然、来月の全協については今月開催のように最

小限、要はソーシャルディスタンスを取ったよう

な形で、執行部についても出席をいただく、要は

これまでどおり、当面の間は変更なしということ

でよろしいかどうか、お諮りいただければという

ふうに思います。 

○相馬委員長 分かりました。 

  今、事務局長からのお話があったとおり、全員

協議会についても、これまでどおりコロナ対策と

して、これまでどおりの対応をしていくというこ

とについて、皆様から御意見がありましたらお願

いいたします。 

  ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 なければ、これまでどおり、全員協

議会も、執行部の出席に対応、今月までですね、

これまでの全員協議会と同様の対応をお願いして

いくということで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 それでは、そのように取り扱います。 
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  局長、それで大丈夫でしょうか。 

○増田事務局長 はい、了解です。 

○相馬委員長 お願いいたします。 

  そのほか、事務局から。 

〔「今のでもう一つなんですけれども」と

言う人あり〕 

○相馬委員長 課長。 

○小平議事課長 協議事項の通告制も確認してもら

えればと思うんですけれども。 

○相馬委員長 全員協議会での協議事項の通告制と

いうことでよろしいですか。 

○小平議事課長 はい。前回やったかと思うんです

けれども。 

○相馬委員長 今、課長からありました全協での協

議事項の事前通告制でございますが、これについ

て皆様から御意見ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○相馬委員長 それでは、これについても、これま

でどおり通告制で行っていくということで異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○相馬委員長 それでは異議ないものと認め、その

ように取り扱います。 

  課長、よろしいでしょうか。 

○小平議事課長 ありがとうございます。 

○相馬委員長 ほかに事務局からございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○相馬委員長 大丈夫ですね、もうありませんね。 

  それでは、本日の議会運営委員会を閉会したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○相馬委員長 それでは、以上で本日の議会運営委

員会を閉会にいたします。 

  大変お疲れさまでございました。 

 

散会 午前１１時４９分 
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